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後記

　ニュースではよく「何年ぶりだ」と表現されること
がある。期間が長ければ長いほど注目度が高いが，昨
日（10 月 27 日），26 年ぶりに日経平均株価がバブル
経済崩壊後の最安値を下回り，昭和 57 年の水準まで
逆戻りした，と大きく報じられた。
　昭和 57 年といえば，医学部入学定員が「過去最大」
の 8,280 名であった年である。それ以後，入学定員の
削減政策がとられ，現在の 7,740 名になっている。来
年度の入学定員は，医師不足あるいは医師偏在が深刻
な社会問題になっていることもあり，26 年ぶりの政策
転換により「過去最大」を上回ることが決定された。
　はたして，入学定員増だけで医師不足や医師偏在を
解決できるだろうか，との議論がある。今の医師不足
の即効薬にはならないとか，診療科や勤務地を自由に
選ばせるのでは地域医療や産科救急などは解決できな
いなどの意見がある。教育設備や教員の充実がなけれ
ば，粗悪な医師の乱造につながるとの心配も聞かれる。
　これらは傾聴すべき意見だが，ここにきてようやく
マスコミは医療の過酷な実態を報じ，行政もこの現状
を理解し始めている。医療を良くするチャンスである。
私たちは単に批判や権利意識を主張するのではなく，
社会と共にこれからの医療を真剣に考える時期だと思
う。
　現在の医療に問題点は多いが，忘れてならないのは，
医療崩壊をきたした本質は，米国型の価値観や家族制
度に急激に変わった社会構造にあることである。大家
族の時代では，発熱や腹痛には年寄りがアドバイスを
し，かかりつけ医が往診してくれた。少なくともコン
ビニ診療をすることはなかった。介護制度についても
同様で，現在は何もかも国や他人に責任を押しつける

風潮がある。老親を愛情を持って介護する日本人本来
のやさしさを呼び戻したい。大都市集中型の社会の中
で，過疎医療だけを取り上げた対策はありえないと思
う。
　米国型の価値観や家族制度がもたらしたのは，医療
崩壊だけではない。倫理観の乱れ，学力の低下の一因
になっているのではないだろうか。
　そんな思いでいるとき，ジャーナリストで漫画家の
三神万里子さんが，人類学者エマニュエル・トッド著
「世界の多様性，家族構造と近代性」（藤原書店）に興
味ある書評をしていた。分厚い本を斜め読みしたが，
トッド氏は世界中の家族制度を調べ，金融危機や金融
不安を招いたのは家族制度にあると，大胆かつ興味深
い結論をしている。アングロサクソン社会は，夫婦の
絆が家族の拠り所で，1 世代で資産形成をめざす投機
志向が強い。借金をして消費と投機をし，景気を引っ
張ってきた資本主義が金融危機を招いた。一方，ドイ
ツや日本は直系の 3 世代を家族と捉え，消費よりも貯
蓄を大切にしてきたと評価している。
　アメリカ発の金融危機に接し，トッド氏の分析に賛
同するところが大きいが，今の若い日本人は変貌して
いる。定職につかず，貯蓄をせず，結婚もしない人が
多い。老人になってから，「国が悪い，親が悪かった」
というのではないかと，老婆心ながら心配している。
　戦後 60 年間，日本はアメリカに追従して発展して
きたが，わが国固有の歴史と文化を見直し，日本人が
持つやさしさや，いたわりの心を持つことが，金融，
教育，そして医療の立て直しには大切だと思う。
 （郡　健二郎）
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